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ＡＮＮＩＶＥＲＳＡＲＹ 

日本塗装機械工業会 ３０周年記念誌 



 

 

ＣＥＭＡ２１世紀ビジョン ● p 1- 2 

巻頭言 ● p 3- 4

祝辞 ● p 5- 8

開かれた工業会 ● p 9-16

会員紹介 ● p17-33

ＣＥＭＡ年表 ● p34-42

ＣＥＭＡ紹介 ● p43-44

出荷統計 ● p45-46

１． は、塗装技術を通じて新しい価値を創造し、 

その活動をグローバルに展開します。 

２．      は、塗装技術を追求し、作業環境改善と地球環境の

保全に尽力します。 

３．      および会員各社は、相互の信頼関係を深め、共生と

共栄を自らの手で切り拓きます。 

２１世紀、人そして地球とともに歩み続けます。 

２２２１１１世世世紀紀紀ビビビジジジョョョンンン   
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日本塗装機械工業会（ＣＥＭＡ）が１９７６年の設立以来、

３０周年を無事に迎えられましたことを、会員の皆様や今ま

で絶大なご支援をお寄せくださった方々と一緒に心から喜び

たいと思います。設立当時、日本の産業界がオイルショック

や公害問題などの厳しい状況に直面していたとき、塗装機器

や塗装設備業界をリードしていた先駆者の方々や関連メディ

アの方々がこれらの厳しい状況に怯むことなく心をひとつに

して、日本の将来を信じ、日本の将来を築くべく本工業会を

結成したことが３０年後の現在の発展に結びついている事を

考えますと、先駆者の方々や支援者の方々に心からの敬意と

感謝を捧げたいと思います。 

さて、３０周年を迎えた今、ゴーイング・コンサーンこそ

今後のＣＥＭＡの大きな使命だと思います。先駆者の意志を

継いで発展を続けることが現在の私たちの責任であります。

意志を継ぐということは、現在、私たちが置かれている状況

や変化を正確に見据えて的確に実行することです。 

そして私は、現在の状況、変化のキーワードはグローバル化

であり、グローバル化への適切な対応のキーワードは異業種

間の有機的統合、融合、コラボレーションだと思います。今

までは、ユーザーの「塗ること」という仕様や要望に合わせ

て設計した塗装機器・設備を納入することでメーカーとユー

ザーが相互に発展することができました。しかしグローバル

化が進むにつれて、単に「塗ること」だけでは世界との競争

に勝つことが困難になり、如何に差別化して異種競争にもっ

ていくかの時代に突入しました。「塗ること」という基本的

な付加価値に加え、さらにイノベーションにより高度かつ多

様な付加価値をユーザーや市場が求める時代が現在の塗装工

業界であり、ポスト工業化社会で発展する秘訣です。しかも

競争する相手は国内だけでは 

 

 

 

 

 

 

 

なく技術の先進国を自負する欧米や追いつけ追い越せで進展

著しい中国を始めとするＢＲＩＣｓです。いわゆるコスト、

機能、スピード、新規性さらには新奇性、イノベーションな

どのオールラウンドな国家としての競争力が求められていま

す。このオールラウンドな競争力を確保するには、塗装機器、

塗装装置というジャンル内での基盤構築と同時に異業種との

融合が不可欠です。「塗ること」の付加価値は、モノの加工

方法、表面処理プロセス、製造プロセスなどの改革に加えて、

モノの本質である物質の科学および電気、電子工学的な制御

プロセスの追求、顧客満足度、ニーズへのコミットメント、

挑戦により技術革新が達成できると思われます。幸いなこと

に日本はこれらの総合的な工学や科学の分野を構成するそれ

ぞれの専門分野で世界に誇れる一流の技術と哲学を持ってい

ます。「和魂洋才」。これこそ私たちの先駆者が綿々と築いて

きた財産です。「孤掌不鳴」のことわざのとおり、業界にと

らわれずに異業種同士がお互いに力を出し合い協力して相互

的な発展を目指すことが日本産業界の真の発展につながるは

ずです。 

ＣＥＭＡも参加企業や支援団体、関係団体の協力のもと新

会員企業勧誘、シンポジウムでの新情報の受発信、充実した

統計資料の公表、ユーザーとの協力関係、関係メディアとの

関係強化など着実に発展しています。 

これからのＣＥＭＡが異業種融合の輪（和）の中に入り発展

していくには会員企業の努力は勿論ですが、機器メーカー、

設備メーカー、材料メーカー、メディアの方々が一体となっ

た協力活動が必要不可欠です。これからも、関係団体が一体

となったコラボレーションにより、ＣＥＭＡが継続発展して

いくことを確信し、３０周年記念のご挨拶とさせていただき

ます。 

ＣＥＭＡのグローバル化、 

“和魂洋才”と“孤掌不鳴”   
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巻巻巻   頭頭頭   言言言   
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